
耐　震

免　震

「免震積層ゴムアイソレータ」
カタログは、別途ご請求くだ
さい。

倉敷化工は、総合メーカーとしてライフラインを保護する「免震サプレックス」さらに、
建物を地震から守る「免震積層ゴムアイソレータ」をご提供いたします。

免震構造について
免震構造と耐震構造

建物を地震から守る方法として「免震」と「耐震」の考え方があります。
免震は地盤と建物を積層ゴムアイソレータで絶縁して、地震のエネルギーを建物に伝えないという考え方であり、建物の揺れ
そのものを小さくすることが可能です。
大地震時にも建物はゆっくりとした周期で水平に揺れるだけなので、建物は何ら損傷を受けることなく中にある家具も倒れたり
食器が飛ぶこともなく、地震がおさまれば、元通りの生活を送ることができます。
また、建物に伝わる地震入力が大幅に小さくなるので建物をスリム化でき、建築設計の自由度が増します。

耐震は地震力に対して建物を頑丈に作って地震に耐えるという考え方であり、中小地震時には建物の機能を保持し、まれに
起こる大地震時には建物の倒壊防止を目的にしています。
つまり、大地震時には建物は倒壊しないがある程度壊れる事を想定しています。また建物は無損傷でも内部の設備や家具な
どは転倒、落下して大混乱になり、建物の機能を喪失してしまう事が予想されます。
事実、阪神・淡路大震災でも倒壊を免れた建物の多くも使用不可能となり建て替えを余儀なくされました。

地震の揺れ

一般建物

地震の揺れ

免震建物

サプレックスの選定は、配置場所・配管用途など複数の条件を総合的に判断して選定することが必要です。
省スペース（作動範囲）施工性・コスト等に優れる立1本、水平1本で最初に検討されることをお勧めします。

免震量の確認

サプレックスシステムを選定

サプレックス配置場所仮決定

サプレックスは設定された免震量に対し余裕を取ってありますので
免震量に＋αの余裕分を含める必要はありません。

配管用途により、システム本体を選定ください。

なるべく周囲に障害物の無い場所にしておきます。
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サプレックス決定サプレックス決定
ポイント1
免震配管を設計する上で一番問題となるのがスペースです。免震ピット高に余裕が有る時は立1本MF-Vシステム、
排水は水平1本MF-Sシステム、消火系はH・Pシステム、MB-MKシステムがお勧めです。

ポイント2

ポイント3

フレキ及びエルボの周囲に障害物になる物は配置できません。

キャスターCシステムは、大口径に適します。
200A以上を複数配管する場合は、はじめからCシステムで検討されるのが近道です。

フレキとエルボ管の組合せは自由に
可能です。施工性良好・作動範囲・コスト低

配置検討
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配置検討

複数配置検討
特注品

OK

OK

・作動範囲
・固定架台外形 P47・48
《固定架台及びアンカー選定例》
・固定架台までの距離 P49
《取付距離》
・複数配管 P50・51
《複数配管免震システムの設計》
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・作動範囲
・固定架台外形 P47・48
《固定架台及びアンカー選定例》
・固定架台までの距離 P49
《取付距離》

別途ご相談ください。
諸条件等を考慮の上、
使用可能なシステムを
提案したします。

NG

NG

NG
単独ではスペースが
足らない時、複数配列が
有効です。

・作動範囲
・固定架台外形《固定架台及びアンカー選定例》P47・48
・固定架台までの距離《取付距離》P49
・配管ピッチ《複数配管免震システムの設計》P50・51

免震サプレックス選定手順
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キャスターCシステム

チェックポイント
フレキタイプ
呼　径

滑車吊Pシステム

チェックポイント
フレキタイプ
呼　径
配管高さ P40

天吊Hシステム

チェックポイント
フレキタイプ
呼　径
配管高さ P40

水平1本MF-Sシステム

チェックポイント
フレキタイプ
呼　径

立1本MF-Vシステム

チェックポイント
フレキタイプ
呼　径
取付面間寸法
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